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　平成26年第３回定例会が、９月８日から
18日までの11日間の会期で開催されました。
　本定例会では、平成25年度各会計決算をは
じめ、条例の一部改正、さらには平成26年度
一般会計・特別会計補正予算等27件の議案等
が提出され、26件が原案のとおり可決、１件
が継続審査となりました。
　これに先立ち、経済建設委員会、総務文教
委員会が開かれ、関連議案について審議しま
した。
　また、９月10日・11日・12日の３日間に
わたり決算特別委員会が開かれ、平成25年度の各会計決算について審議しました。
　町政全般にわたる質問には３名の議員が登壇し、町執行部の考えをただしました。

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引

一 般 会 計 4,161,456 3,804,747 356,709

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,185,538 1,131,667 53,871

後 期 高 齢 者 医 療 148,111 147,584 527

介 護 保 険 事 業 619,862 613,452 6,410

公 共 下 水 道 事 業 343,264 337,698 5,566

農 業 集 落 排 水 事 業 162,532 161,532 1,000

小 計 2,459,307 2,391,933 67,374

企
業
会
計

水道事業（収益的収支） 426,899 399,663 27,236

水道事業（資本的収支） 92,163 320,341 △ 228,178

小 計 519,062 720,004 △ 200,942

合 計 7,139,825 6,916,684 223,141

（単位：千円）

平成25年度　会計別決算の状況

 平成25年度決算を認定

一般会計38億4百万円　
総 額 6 9 億 1 千 万 円
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○次の意見書を内閣総理大臣等に提出しました。
　なお、文章は要約して掲載しております。

　
近
年
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
そ
の
数
は
１
２
０
万
組
く

ら
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
治

療
が
高
度
な
治
療
へ
と
進
ん
で
い
く
に

つ
れ
、
費
用
も
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
高
度
治
療
は
医
療
保

険
の
対
象
外
の
た
め
自
費
診
療
と
な
り
、

高
額
な
自
己
負
担
を
要
す
る
た
め
、
子

ど
も
を
持
つ
こ
と
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を

得
な
い
夫
婦
も
少
な
く
な
い
。

　
よ
っ
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
　
特
定
不
妊
治
療
費
支
援
制
度
の
拡

充
二
　
人
工
授
精
、
体
外
受
精
に
よ
る
不

妊
治
療
の
保
険
適
用

　
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次

の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

一
　
き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
の
た
め

に
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と

二
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
は
か
る
た
め
、
そ
の
根
幹
と

な
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

堅
持
す
る
こ
と

三
　
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
の
た
め
の

予
算
措
置
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

　
東
海
第
二
原
発
は
、
30
キ
ロ
圏
内
に

は
１
０
０
万
人
が
生
活
し
て
お
り
、
国

内
の
原
発
の
中
で
最
も
人
口
が
過
密
と

な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
五
霞
町
ま
で
わ

ず
か
90
キ
ロ
弱
、
首
都
圏
ま
で
は
１
２

０
キ
ロ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
命

と
生
活
を
第
一
に
考
え
る
立
場
に
立
つ

時
、
こ
れ
以
上
の
操
業
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。

一
　
住
民
合
意
の
な
い
ま
ま
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
こ
と

二
　
国
と
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
、

東
海
第
二
原
発
を
す
み
や
か
に
廃
炉

と
す
る
こ
と

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
等
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
意
見
書
（
町
議
会
提
案
）

東
海
第
二
原
発
の

　
　
　
　
　
廃
炉
を
求
め
る
意
見
書

「意見書」を提出
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
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平成26年第３回定例会では、前記案件のほか下記のことが決定しました。

承認第３号
専決処分の承認について（平成26年度五霞町水道事業会計補正予算（第1号））
(収益的収入及び支出) 支出 30万3千円の追加補正

議案第32号
五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について
地方税法第423条第３項の規定に基づき、以下３名の委員の選任を同意
・山中　武男　氏（再任）　・大橋　清康　氏（新任）　・大久保　武雄　氏（新任）

議案第33号
◯総

五霞町税条例の一部を改正する条例
地方税法の改正に伴う条例の一部改正

議案第34号
◯総

五霞町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
地方税法の改正に伴う条例の一部改正

議案第35号
◯経

町道の認定について
五霞IC周辺地区内の３路線（町道3451・3452・3453号線）を認定

議案第36号
◯総◯経

平成26年度五霞町一般会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ548万4千円の減額補正

議案第37号
◯総

平成26年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ1,187万円の追加補正

議案第38号
◯総

平成26年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ4千円の追加補正

議案第39号
◯総

平成26年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ921万5千円の追加補正

議案第40号
◯経

平成26年度五霞町公共下水道事業会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ51万9千円の追加補正

議案第41号
◯経

平成26年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正（第1号）
歳入歳出それぞれ79万9千円の追加補正

議案第42号
◯経

平成26年度五霞町水道事業会計補正予算（第2号）
（収益的収入及び支出）　収入289万5千円の追加補正　　支出369万2千円の追加補正
（資本的収入及び支出）　支出197万4千円の追加補正

報告第３号

平成25年度五霞町財政の健全化判断比率等について
・地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項及び第22条第1項の規定に基づき、平成
25年度決算に係る健全化判断比率並びに資金不足比率の報告
　実質公債費比率　14.5％（14.9％）　　将来負担比率48.6％（72.2％）

発議第６号 五霞町議会決算特別委員会の設置
請願第1号

◯総 教育予算の拡充を求める請願

請願第2号
◯総 東海第二原発廃炉を求める決議に関する請願書

議案第50号
五霞町教育委員会委員の任命の同意について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づく選任同意
　・石塚　和実　氏（新任）

意見書第４号 不妊治療の保険適用等を求める意見書

陳情第３号◯総　「長期在留する非正規滞在外国人を正規化し、誰もが希望の持てる社会を築くための意見書提出を
求める陳情」は、継続審査となりました。
◯総=総務文教委員会付託　　◯経=経済建設委員会付託　（　）内数値=対前年度比率
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９
月
９
日
に
総
務
文
教
委

員
会
・
経
済
建
設
委
員
会
を

開
催
し
、
各
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

　
以
下
は
主
な
質
疑
の
内
容

で
す
。

Q
　
税
条
例
改
正
に
よ
り
変

更
さ
れ
る
農
耕
用
小
型
特
殊

自
動
車
へ
の
課
税
率
は
、
標

準
税
率
※１　
に
よ
る
も
の
か
。

そ
れ
と
も
町
独
自
に
決
定
す

る
の
か
。

A
　
農
耕
用
車
両
の
税
率
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
の
判
断

に
委
ね
る
と
さ
れ
て
お
り
、

市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

県
内
の
状
況
、
ナ
ン
バ
ー
を

付
け
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不

公
平
感
の
解
消
、
農
業
振
興

の
面
か
ら
町
の
方
針
を
立
て

決
定
し
ま
し
た
。

Q
　
軽
自
動
車
税
が
改
正
さ

れ
、
新
車
登
録
か
ら
13
年
を

経
過
し
た
三
輪
以
上
の
乗
用

車
は
、
一
気
に
１
．
８
倍
の

税
率
に
上
が
る
。
こ
れ
で
は

廃
車
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

A
　
環
境
対
策
を
考
え
た
改

正
内
容
で
あ
り
、
13
年
を
経

過
す
る
ま
で
は
７
，
２
０
０

円
、
経
過
後
は
１
２
，
９
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

Q
　
茨
城
貿
易
情
報
セ
ン
タ

ー
へ
の
負
担
金
が
新
規
で
予

算
計
上
さ
れ
た
。
詳
細
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

A
　
今
年
６
月
に
茨
城
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ジ
ェ

ト
ロ
）
が
水
戸
合
同
庁
舎
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
農
産

物
の
輸
出
、
県
内
企
業
の
海

外
展
開
等
に
対
す
る
相
談
、

勉
強
会
等
の
各
種
支
援
を
行

い
ま
す
。
今
後
、
事
業
者
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
付
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
対

象
事
業
と
な
っ
て
い
る
道
路

の
修
繕
工
事
費
に
充
当
し
ま

し
た
。

Q
　
基
金
積
立
金
が
前
年
度

対
比
で
６
．
３
％
増
え
、
総

額
で
は
25
億
円
近
く
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
積
立
金
を
い

か
に
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に

活
用
す
る
か
と
い
う
問
題
が

あ
る
の
で
は
。

A
　
当
初
予
算
編
成
時
に
お

い
て
、
基
金
を
取
り
崩
さ
な

い
と
予
算
が
組
め
な
い
と
い

う
状
況
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
、
あ
る
程
度
の
基
金

積
立
は
必
要
で
す
。
ま
た
、

圏
央
道
IC
周
辺
開
発
に
つ
い

て
も
、
基
金
を
取
り
崩
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
考

え
で
す
の
で
、
そ
の
関
係
で

基
金
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
も
含
め
、

基
金
積
立
金
を
目
的
別
に
振

り
分
け
る
と
い
う
部
分
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
実
質
公
債
費
比
率
※3　
に

つ
い
て
、
仮
に
圏
央
道
IC
周

辺
開
発
事
業
で
５
億
円
を
起

債
で
借
り
入
れ
る
と
、
ど
の

く
ら
い
率
は
上
が
る
の
か
。

A
　
実
質
公
債
費
比
率
は
、

３
か
年
の
平
均
な
の
で
、
単

年
度
だ
け
公
債
費
が
上
が
っ

て
も
、
前
年
度
２
年
が
抑
え

ら
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
現
在
の
14
．
５
％

は
、
県
内
で
３
番
目
に
高
い

数
値
で
す
。
基
金
の
取
崩
し

と
起
債
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
、
実
質
公
債
費
率
を

下
げ
る
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。

Q
　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
財
政
力
指
数
※4　
が
０
．

80
で
自
主
財
源
が
62
．
８
％

と
い
う
こ
と
は
、
町
の
財
政

は
全
体
的
に
見
る
と
健
全
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A
　
財
政
力
指
数
で
は
、
本

町
は
県
内
で
も
上
位
に
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、
今
定
例
会

で
も
条
例
の
改
正
を
お
願
い

し
て
い
る
よ
う
に
、
法
人
税

の
所
得
割
が
国
税
化
に
な
る

と
、
試
算
で
は
町
民
税
が
４
，

４
０
０
万
円
の
減
収
で
す
。

今
後
、
そ
う
い
う
部
分
で
市

町
村
が
疲
弊
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
国
の
動
向
を
注
視

し
て
財
政
運
営
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

Q
　
減
少
し
続
け
る
人
口
の

推
移
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
か
。

A
　
本
町
の
人
口
は
年
間
約

１
０
０
名
ず
つ
減
少
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
問
題
は
、

町
だ
け
で
な
く
県
・
国
レ
ベ

ル
の
問
題
で
す
が
、
町
と
し

　
９
月
10
日
・
11
日
・
12
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
決
算

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
平

成
25
年
度
各
会
計
決
算
を
集

中
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
下
は
主
な
質
疑
の
内
容

で
す
。

Q
　
平
成
25
年
度
予
算
に
つ

い
て
国
は
、
い
わ
ゆ
る
15
か

月
予
算
※2　
を
編
成
し
、
地
方

財
政
財
源
を
確
保
し
た
。
し

か
し
、
本
町
の
決
算
規
模
を

見
る
と
、
さ
ほ
ど
変
化
は
な

い
。
実
際
に
五
霞
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た

の
か
。

A
　
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
と
し
て
、
国
か
ら
１
，
２

２
６
万
４
，
０
０
０
円
が
交

Q
　
農
地
情
報
の
電
算
シ
ス

テ
ム
委
託
料
２
４
８
万
４
，

０
０
０
円
の
補
正
に
つ
い
て
。

A
　
農
地
法
の
改
正
を
受
け

て
、
農
地
台
帳
及
び
地
図
の

整
備
を
す
る
た
め
の
費
用
で

す
。
全
額
補
助
で
実
施
し
ま

す
。

常
任
委
員
会
Ｑ
＆Ａ

決
算
特
別
委
員
会
Ｑ
＆Ａ
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て
も
歯
止
め
を
か
け
る
努
力

を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
５
次

総
合
計
画
の
後
期
策
定
に
あ

た
り
、
最
重
要
課
題
と
し
て

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q
　
が
ん
の
早
期
発
見
を
目

的
に
実
施
し
た
乳
が
ん
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診
の
受
検
者

数
と
、
要
精
密
検
査
の
人
数

は
。

A
　
乳
が
ん
検
診
は
７
１
１

名
が
受
検
さ
れ
、
44
名
が
要

精
密
検
査
で
し
た
。
大
腸
が

ん
検
診
は
１
，
０
０
７
名
が

受
検
さ
れ
、
61
名
が
要
精
密

検
査
と
い
う
結
果
で
し
た
。

Q
　
援
護
を
必
要
と
す
る
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況

と
対
策
は
。

A
　
平
成
22
年
度
は
１
３
１

名
で
し
た
が
、
平
成
25
年
度

に
は
３
０
７
名
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
含
む
）

と
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
中
心

に
見
守
り
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
い
る
事
業
で
す
が
、

今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q
　
消
費
生
活
相
談
の
内
容

は
。

A
　
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す

る
相
談
が
１
件
、
送
り
付
け

商
法
に
関
す
る
相
談
が
１
件
、

そ
の
他
４
件
で
し
た
。

Q
　
町
民
へ
の
子
育
て
支
援

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
公

園
の
遊
具
が
壊
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
幾
つ
か
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
が
。

A
　
公
園
の
維
持
管
理
は
、

役
場
職
員
に
よ
る
巡
回
と
専

門
業
者
に
よ
る
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
10
か

所
の
修
繕
を
実
施
し
ま
し
た
。

指
摘
の
あ
っ
た
部
分
は
、
早

急
に
現
場
を
確
認
し
対
応
を

考
慮
し
ま
す
。

Q
　
使
わ
な
く
な
っ
た
小
・

中
学
校
の
プ
ー
ル
の
今
後
の

方
向
性
は
。

A
　
基
本
的
に
は
撤
去
を
考

え
て
い
ま
す
。
来
年
度
、
取

り
壊
し
の
た
め
の
調
査
設
計

を
行
い
、
撤
去
の
た
め
の
費

用
や
期
間
が
ど
の
く
ら
い
必

要
な
の
か
を
調
査
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
、
運
動
場
等
と

し
て
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

Q
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

お
け
る
負
担
割
合
は
原
則
１

割
だ
が
、
現
職
並
み
所
得
者

は
３
割
に
な
る
。
３
割
負
担

の
方
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A
　
平
成
25
年
度
末
の
全
被

保
険
者
が
１
，
０
８
０
人
で
、

う
ち
３
割
負
担
の
方
が
40
人
、

全
体
の
３
．
７
％
に
な
り
ま

す
。

Q
　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

業
務
の
合
理
化
を
図
れ
な
い

か
。

A
　
電
話
回
線
を
利
用
し
、

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
検
針
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
莫

大
な
予
算
が
必
要
で
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
政
が
後

押
し
し
て
い
く
方
法
を
考
え

て
ほ
し
い
。

A
　
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
第

６
期
介
護
保
険
計
画
の
中
で
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
お
互
い
に
助

け
合
う
と
い
う
部
分
を
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

サ
ロ
ン
や
集
ま
る
場
所
の
提

供
と
い
っ
た
施
策
も
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
変

更
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
。

A
　
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
へ

名
称
変
更
を
行
う
予
定
で
す
。

Q
　
高
齢
者
等
の
通
院
や
買

物
を
支
援
す
る
有
償
運
送
サ

ー
ビ
ス
で
、
協
力
会
員
の
方

は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
騰
し

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
何
と

か
な
ら
な
い
か
。

A
　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
高
騰

用語解説
※1　標準税率…自治体が地方税を課税する場合に、通常用いることとされている税率のこと。

※2　15か月予算…景気対策などのため、公共事業費などを前倒しで盛り込んだその年度の補正予算（3
か月）と、翌年度予算（12か月）を一体として編成し、予算を切れ目なく執行できるようにするも
の。

※3　実質公債費比率…自治体の収入に対する負債返済の割合。収入と負債の返済比率が18％以上になる
と、新たな借金をする場合に国や県の許可が必要。25％以上では、借金を制限される。通常、3年間
の平均値を使用。

※4　財政力指数…自治体が行政を行うのに必要な費用を、どの程度地方税等の収入で賄えるか、財政運
営の自主性の大きさを示したもので、1.0に近いほど財政に余裕があるとされている。通常、3年間の
平均値を使用。
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問
南
栗
橋
駅
へ
路
線
バ
ス
の
延
伸
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か

答
三
方
面
の
公
共
交
通
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
検
討
す
る

問次期介護保険事業策定における問題点は
答在宅介護を支える人材の育成・確保が課題

ここが聞きたい　一般質問 紙面の都合で発言を要約して掲載しています。
詳しくは議会事務局に備えてあります会議録を
ご覧ください。

問
　
来
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
制
度
で
は
、
要
支
援
の
人

へ
の
全
国
一
律
基
準
に
よ
る

通
所
介
護
・
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
、
市
町
村
が
独
自
に

実
施
す
る
新
た
な
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
事
業
と
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五
霞
町
議
会
は
、
今
年
３
月

「
介
護
保
険
要
支
援
者
へ
の

保
険
給
付
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書
」
を
政
府
に
提
出
し

た
が
、
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え

ら
れ
る
か
。

町
長
　
今
回
の
改
正
は
、
特

養
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
待
ち
が

52
万
人
と
い
う
現
実
を
踏
ま

え
、
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介

護
に
軸
足
を
移
す
介
護
保
険

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
各
市
町
村
と
も

在
宅
を
支
援
す
る
専
門
職
、

特
に
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足

が
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
と
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー

の
育
成
を
は
じ
め
実
情
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

健
康
福
祉
課
長
　
要
支
援
認

定
者
は
１
と
２
の
合
計
で
70

名
、
こ
の
う
ち
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
は
、
訪
問
介
護
11

名
、
通
所
介
護
19
名
で
す

（
６
月
末
）
。
今
回
の
制
度

改
正
で
要
支
援
者
の
訪
問
・

通
所
介
護
は
介
護
給
付
か
ら

外
さ
れ
ま
す
が
、
新
し
い
総

合
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
と
し
て
継
続
す
る
と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
　
制
度
改
正
に
よ
り
、
特

養
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は
、
要

介
護
３
以
上
の
人
に
原
則
限

ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

行
き
場
を
失
う
「
介
護
難
民
」

が
増
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。

問
　
わ
が
町
と
共
通
の
生
活

圏
に
あ
る
埼
玉
県
域
へ
の
移

動
手
段
の
未
整
備
が
、
人
口

定
住
化
に
と
っ
て
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
幸

手
駅
か
ら
役
場
前
に
至
る
路

線
バ
ス
の
運
行
距
離
を
延
長

し
、
南
栗
橋
駅
に
ア
ク
セ
ス

す
る
施
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。
こ
の
課
題
は
、
実

証
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
構
築
に
よ
っ
て
も
解

決
し
な
い
。
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。

町
長
　
昨
年
10
月
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
実
証
運
行

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
利

健
康
福
祉
課
長
　
本
町
の
要

介
護
１
と
２
の
方
は
合
計
１

５
５
名
で
、
そ
の
う
ち
特
養

入
所
者
は
10
名
で
す
。
待
機

者
は
約
60
名
い
ま
す
が
、
要

介
護
１
・
２
の
人
で
も
特
養

以
外
で
の
生
活
が
困
難
と
判

用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
今
年

の
10
月
か
ら
南
栗
橋
駅
に
ア

ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
と
ダ
イ

ヤ
の
改
正
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
路
線
バ

ス
の
南
栗
橋
駅
へ
の
延
伸
の

検
討
だ
け
で
な
く
、
幸
手
駅

ま
で
の
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
、
過
疎
地
有
償

運
送
の
三
方
面
の
状
況
や
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
、
動
向

を
見
な
が
ら
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

生
活
安
全
課
長
　
路
線
バ
ス

の
利
用
状
況
は
、
平
成
25
年

度
は
５
万
９
，
１
０
９
人
と
、

前
年
か
ら
３
，
４
２
３
人
増

定
さ
れ
た
揚
合
の
緩
和
措
置

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
受

け
皿
づ
く
り
の
取
り
組
み
で

は
、
今
年
度
、
社
協
に
お
い

て
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
５
年

間
は
５
万
５
千
人
か
ら
６
万

人
の
利
用
者
数
で
推
移
し
て

お
り
、
沿
線
住
民
、
来
町
者

に
と
っ
て
重
要
な
路
線
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
２

月
実
施
の
公
共
交
通
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
行

数
の
増
便
、
最
終
便
の
延
長
、

南
栗
橋
駅
ヘ
ア
ク
セ
ス
等
の

要
望
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
南
栗
橋
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
実
証
運
行
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

青木　正彦議員

要介護度区分 認定者数
サービス
利用者数

要支援１ 26 21

要支援２ 44 26

要介護１ 77 60

要介護２ 78 63

要介護３ 40 33

要介護４ 61 53

要介護５ 36 31

合計 362 287

※65歳以上人数　2,325人

介護サービス利用者数（平成26年6月末）
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問
幸
手
・
境
線
バ
イ
パ
ス
の
今
後
の
整
備
計

画
は

答
埼
玉
県
側
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

問
　
学
力
テ
ス
ト
（
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
）
の
分

析
は
。

教
育
長
　
小
学
校
は
、
４
分

野
中
２
分
野
、
中
学
校
は
、

す
べ
て
の
分
野
で
全
国
・
県

の
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
学
校
と
の
連

携
で
誤
答
と
無
答
を
中
心
に

子
ど
も
た
ち
の
つ
ま
ず
き
に

つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。
分

析
結
果
か
ら
見
つ
か
っ
た
課

題
が
解
決
で
き
る
よ
う
、
授

業
を
改
善
し
、
学
力
の
向
上

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
次
長
　
学
力
テ
ス
ト
は

児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
そ

れ
ら
を
基
に
今
後
の
学
習
指

導
の
改
善
に
努
め
る
も
の
で

す
。
五
霞
町
は
小
規
模
校
の

メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
、
き
め

細
か
な
指
導
で
更
に
学
力
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
長
期
欠
席
者
は
。

教
育
次
長
　
年
間
30
日
以
上

の
長
期
欠
席
者
の
一
学
期
ま

で
の
状
況
は
、
小
・
中
学
校

と
も
に
数
名
お
り
ま
す
。
不

登
校
に
対
す
る
学
校
の
対
応

で
す
が
、
担
任
だ
け
で
な
く
、

生
徒
指
導
主
任
等
で
連
携
し
、

家
庭
訪
問
に
よ
る
本
人
や
保

護
者
と
の
面
談
、
登
校
を
促

す
た
め
の
保
健
室
登
校
、
放

課
後
登
校
等
で
徐
々
に
通
常

生
活
に
近
づ
け
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

問
　
携
帯
電
話
の
扱
い
は
。

教
育
次
長
　
学
校
内
で
の
携

帯
電
話
の
使
用
は
禁
止
で
す

の
で
、
家
庭
内
で
の
利
用
が

実
態
で
す
。
小
学
生
で
は
、

家
族
と
の
連
絡
が
主
で
す
。

中
学
生
で
は
、
友
達
同
士
の

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で
の
や
り

と
り
、
各
種
調
べ
も
の
な
ど

で
す
。
学
校
で
は
、
保
護
者

と
の
連
携
を
基
に
携
帯
電
話

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

問
　
五
霞
町
と
幸
手
市
を
繋

ぐ
新
橋
の
設
計
の
見
直
し
は
。

町
長
　
県
道
幸
手
・
境
線
は

幸
手
市
と
五
霞
町
を
繋
ぐ
重

要
な
路
線
で
、
通
勤
、
通
学

等
内
外
交
流
の
軸
と
し
て
利

用
者
の
安
全
と
利
便
性
の
向

上
な
ど
、
地
域
の
振
興
に
は

不
可
欠
な
路
線
で
す
。
10
月

に
は
、
期
成
同
盟
会
と
し
て

埼
玉
県
知
事
へ
の
要
望
活
動

を
予
定
し
て
お
り
、
供
用
開

始
時
期
の
明
確
化
を
含
め
た

一
日
も
早
い
完
成
を
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
　
新
橋
の
設

計
を
修
正
し
て
い
く
中
で
費

用
負
担
が
伴
う
た
め
、
埼
玉

・
茨
城
両
県
で
協
定
を
結
ん

だ
上
で
修
正
設
計
に
着
手
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

問
　
埼
玉
県
側
と
の
連
携
は
。

都
市
建
設
課
長
　
毎
年
実
施

し
て
い
る
期
成
同
盟
会
の
要

望
活
動
と
し
て
、
今
年
度
は

問学校教育について
答生徒指導を充実して学力の向上を図る

大久保　帝二議員

予
算
編
成
時
期
を
と
ら
え
た

10
月
に
埼
玉
県
知
事
へ
の
要

望
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
路
線
は
広
域
幹
線

道
路
の
整
備
促
進
で
す
の
で
、

毎
年
、
茨
城
県
の
県
西
地
域

総
合
振
興
協
議
会
等
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
茨
城
県
議
会
土
木
企

業
委
員
会
、
更
に
は
境
工
事

事
務
所
管
内
の
市
町
長
で
構

成
す
る
境
土
木
協
議
会
へ
強

く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
来
年
度
予
算
は
。

都
市
建
設
課
長
　
茨
城
県
で

は
、
国
に
補
助
金
の
概
算
要

求
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
、

埼
玉
県
側
も
同
様
の
状
況
で

す
。
町
と
し
て
、
議
員
ご
指

摘
の
地
元
の
声
と
し
て
継
続

し
た
事
業
推
進
が
か
な
い
ま

す
よ
う
、
必
要
な
予
算
確
保

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
五
霞
町
側
の
整
備
は
。

都
市
建
設
課
長
　
五
霞
町
側

の
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
40
％
、
用
地
買
収
は
す

で
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
五
霞
町
側
の
事
業
と

し
て
、
取
り
付
け
道
路
の
改

良
工
事
、
更
に
は
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
移
設
工
事
を
す
る
と

の
状
況
で
す
。

埼玉県知事（代理：県土整備部長）あて要望書を提出する
染谷町長と幸手市渡辺市長（10月27日）
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問
町
独
自
の
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
週

間
を
設
け
て
は

答
関
係
機
関
・
団
体
と
必
要
性
を
協
議
し
た
い

問
　
地
方
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
届
い
て
い
な
い
状
況
、
日

銀
の
量
的
緩
和
で
株
価
は
上

が
っ
て
、
大
企
業
は
大
き
な

利
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
中

小
企
業
は
思
っ
た
よ
り
良
く

な
っ
て
い
な
い
。
消
費
の
動

向
も
予
想
よ
り
落
ち
込
ん
で

い
る
状
況
を
見
れ
ば
、
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
国
民
全
体
で
広
く
負

担
す
る
形
の
消
費
税
が
、
高

齢
化
社
会
の
社
会
保
障
の
財

源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い

う
の
が
国
の
考
え
方
で
す
。

本
年
４
月
の
消
費
税
８
％
引

き
上
げ
は
、
社
会
保
障
の
充

実
と
安
定
に
充
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
十
分
で
な
く
、
さ
ら

に
増
税
す
る
こ
と
は
、
住
民

の
暮
ら
し
や
経
済
に
影
響
す

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
知
事
、
市
町
村
長
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
長
で
構
成
す

る
地
方
６
団
体
は
、
地
方
財

源
の
確
保
等
の
条
件
付
で
、

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
を
６

月
に
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

こ
の
税
率
の
決
定
は
あ
く
ま

で
国
が
行
う
こ
と
で
す
の
で
、

国
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
安
倍
改
造
内
閣
が
ス
タ

ー
ト
し
、
新
た
な
大
臣
枠
も

設
け
て
、
地
方
創
生
を
目
玉

に
、
力
強
く
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す

が
、
実
質
的
な
恩
恵
が
地
方

に
回
っ
て
き
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
方
の
声

を
国
に
届
け
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
は
益
々
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
当
然
、
地
方
の
事
情

は
地
方
で
な
い
と
わ
か
ら
な

い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
増
え

て
い
く
社
会
保
障
費
を
ど
う

す
る
か
、
地
方
に
は
財
源
が

な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
、

国
の
ほ
う
が
判
断
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
、
今
後
、
意
見
は

申
し
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
町
で
の
交
通
事
故
、
犯

罪
の
発
生
状
況
は
。

生
活
安
全
課
長
　
交
通
事
故

は
、
平
成
23
年
45
件
、
24
年

24
件
、
25
年
44
件
で
す
。
犯

罪
件
数
は
、
平
成
23
年
１
１

４
件
、
24
年
１
２
０
件
、
25

年
１
２
８
件
で
す
。

問
　
各
種
団
体
の
パ
ト
ロ
ー

ル
状
況
に
つ
い
て
。

生
活
安
全
課
長
　
平
成
18
年

か
ら
各
種
８
団
体
の
方
に
協

力
い
た
だ
い
て
、
役
場
職
員

と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通

学
路
中
心
に
、
年
間
２
０
０

日
実
施
し
て
い
ま
す
。
セ
ー

フ
テ
ィ
マ
イ
タ
ウ
ン
五
霞
班

10
名
は
、
毎
月
１
回
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、
防

犯
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

で
の
問
題
は
な
い
か
。

教
育
長
　
交
通
安
全
と
い
う

視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
自

然
災
害
に
も
対
応
し
た
安
全

対
策
に
、
通
学
路
を
見
直
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
校
の
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
新
し

く
作
成
し
直
し
ま
し
た
。

問
　
町
独
自
に
交
通
安
全
、

防
犯
、
防
災
に
つ
い
て
、
改

め
て
見
つ
め
直
す
機
会
と
し

て
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
週
間
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

町
長
　
交
通
安
全
、
防
犯
、

防
災
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

団
体
等
と
協
議
し
て
、
町
と

し
て
の
必
要
性
を
見
極
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
に
つ
い

て

問消費税10％上げに反対すべきでは
答地方6団体は、条件つきで引き上げを
要望 樋下　周一郎議員
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議
会
の
流
れ

10

９
月
８
日
　
第
３
回
定
例
会
初
日

９
月
９
日
　
経
済
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
総
務
文
教
委
員
会

９
月
10
日
　
決
算
特
別
委
員
会

９
月
11
日
　
決
算
特
別
委
員
会

９
月
12
日
　
決
算
特
別
委
員
会

９
月
16
日
　
一
般
質
問

９
月
18
日
　
第
３
回
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

９
月
25
日
  
堤
防
強
化
事
業
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

10
月
８
日
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

10
月
20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
経
済
建
設
委
員
会

11
月
５
日
  
広
報
編
集
特
別
委
員
会

11
月
20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

11
月
25
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

11
月
27
日
　
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
経
済
建
設
委
員
会

　
先
日
「
水
と
五
霞
の
歴
史
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
遠
い
昔
の
文
化
を
学
び

な
が
ら
、
先
人
達
の
知
恵
を

借
り
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
け
る

の
で
は
と
思
い
つ
つ
、
歴
史

の
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
災
害
が
多
い
年
で

し
た
。
御
嶽
山
の
火
山
災
害
、

広
島
の
水
害
な
ど
、
災
害
に

遭
わ
れ
た
多
く
の
方
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
の
想
定
を
超
え

た
自
然
の
力
に
脅
威
を
感
じ

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

過
去
の
歴
史
を
学
び
、
自
ら

の
防
災
に
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
ま

さ
し
く
慌
し
い
歳
の
瀬
に
な

り
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
の
消

費
税
増
税
、
地
方
創
生
な
ど

の
重
要
政
策
や
、
今
ま
で
の

政
権
運
営
が
問
わ
れ
る
選
挙

に
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
国
の
将
来

を
占
う
選
挙
で
す
。
投
票
は

必
ず
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

来
年
が
良
い
年
に
成
り
ま
す

よ
う
に
。

　
編
集
委
員
　
樋
下
周
一
郎

編
集
後
記

次回定例会
予定

12／5（金）～12／11（木）

皆さんの傍聴をお待ちしております。
一般質問は12月9日（火）・10日（水）

問い合わせ先（質問議員・テーマ・時間等）

TEL・FAX  0280-84-1138

 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス 

圏
央
道
及
び
新
４
号
国
道
工
事
現
場
視
察

　
10
月
20
日
、
経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
五
霞
町
内
で
現
在
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
圏
央
道
及
び
新
４
号
国
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
首
都
国
道
事

務
所
三
郷
国
道
出
張
所
長
、

宇
都
宮
国
道
事
務
所
小
山
出

張
所
建
設
監
督
官
他
２
名
の

担
当
者
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
現
在
の
工
事
進
捗
状
況
や

今
後
の
工
事
予
定
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
と
要

望
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
降
雨
の
中
、
実

際
に
建
設
中
の
圏
央
道
工
事

現
場
の
高
架
橋
に
上
が
り
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

暴
力
排
除
宣
言

　
第
３
回
定
例
議
会
会
期
中
に
、
一
議
員
が
請
願
の
処
理
を

め
ぐ
り
町
民
Ａ
氏
か
ら
暴
行
を
受
け
る
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。
現
在
、
警
察
に
て
処
理
中
で
す
が
、
議
会
制
民
主
主
義

の
根
幹
を
揺
る
が
す
由
々
し
き
事
態
と
、
議
会
で
は
重
大
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
こ
れ
を
受
け
今
後
、
一
切
の
暴
力
行
為
（
言
語

・
文
書
・
ネ
ッ
ト
等
の
脅
迫
的
行
為
を
含
む
）
を
排
除
す
る

こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
霞
町
議
会


